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● ● ●

中嶋研究員      牧村室長 
株式
会社 データ・テック （Vol 16） 
財団法人 計量計画研究所（IBS）（東京都新宿区）

交通研究室 室 長 牧村 和彦 様 
研究員 中嶋 康博 様 
●ＳＲを導入した理由 
鉄軌道、バス、自動車、自転車、歩

交通施設（例えば道路、駐車場、歩

価を行う上で、現在の交通状況（例

滞はどこで発生？、バスの遅れが発

はどこ？、歩行者はどのような回

る？など）を正確に把握することが

道路に関して言えば、渋滞箇所の把

も重要な視点です。道路の構造を改

て事故を減らすことができればそ

ことです。これまでは、事故が発生

わかりますが、事故は発生していな

する可能性のある危険挙動の多発

ことは困難でした。そこで SR の登

ヒヤリハットのみならず、速度まで

ることに魅力があります。  

 

●現在の動き 

国土交通省では道路行政マネジメ

て、平成 15 年に業績計画書、平成

度報告書を報告しています。この中

渋滞のみならず安全の視点もあり、

路事業の意義も注目されています。

策目標は量から質（サービス）への

であり、IBS では、交通のサービス

予測手法、評価手法について今後も

案していきたいと考えております。

 

● ● ●
セイフティレコーダが担う新しい道路交通調査 

～ 交通環境を改善する道具 ～ 
行者が利用する

道）の計画や評

えば道路上の渋

生している場所

遊行動をしてい

重要です。また

握と同時に事故

良・整備によっ

れはすばらしい

している場所は

いが、今後発生

箇所を把握する

場です。SR は

簡易に収集出来

ントの一環とし

16 年度に達成

の評価項目は、

事故に対する道

また、今後の政

転換が益々重要

に関する計画論、

研究を進め、提

 

●事業目的 
本財団は、我が国及び諸外国の政治、経済、社

会事象の数量的な調査研究を行い、我が国諸官

庁を始め諸企業の合理的政策決定及び科学的計

画に関する知識普及に寄与することを事業目的

としております。 
●研究内容 

交通研究室は、都市内の交通行動分析に基づく

予測手法の開発、政策評価のためのモデル研

究・開発及び交通環境、住環境向上等の視点か

ら、圏域の維持・発展に寄与できる交通体系の

立案や施設整備等の政策提言に関する調査研究

を行っています。現在は特に、新たな計画・評

価に関する情報収集のための ITS 技術の活用や

交通環境改善に寄与する ITS の展開・活用方法

の研究を行っています。 
                  
計量計画研究所(IBS)様の研究内容を次ページでご紹介

しています。 

ＨＰでも見ることができます。http://www.ibs.or.jp/
 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  財団法人 計量計画研究所 様の研究レポートです。 
   

 
  

6月28日 11時台
・混雑延長 ：561m
・通過時間 ：5分19秒
・平均旅行速度：6.3km/h

※赤点は，地点速度20km/h以下
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交差点 三軒茶屋

交差点

交通混雑の最後尾

••渋滞長計測の効率化・高度化渋滞長計測の効率化・高度化

• これまで人手で計測してた渋滞長や渋滞通過時間が、車両が走行
するだけで自動的に計測可能となる。

※渋滞長の事項計測システムは国総研より特許申請あり
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•• 蓄積されたプローブカーデータより何時にどの区間が渋滞している蓄積されたプローブカーデータより何時にどの区間が渋滞している
かが把握できる。かが把握できる。

•Ｒ２４６（上り：渋谷→赤坂）／タクシー20台の結果より作成

1～10km/h， 11～20km/h，黄；21～30km/h

・渋滞ポイントの把握と渋滞評価・渋滞ポイントの把握と渋滞評価

●●国道２４６（渋谷国道２４６（渋谷→→赤坂）の渋滞状況赤坂）の渋滞状況
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赤； オレンジ；

渋滞の終わり 渋滞の始まり 

渋滞の始まりから終わりまで

などを人手で計測していまし

た。 

渋滞が激しい 



（製品紹介・事例紹介） Ｍ１２Ｄ（自律航法センサーユニット）  

 
今月は弊社の隠れたヒット商品｢Ｍ１２Ｄシリーズ｣をご紹介いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＧＰＳを受信できないトンネル内でも車両位置を算出！ 

 
 

Ｍ

の

１

を

外

 

ＧＰＳ衛星から信号を受信できないトンネルやマルチパスや位置飛びの発

生する場所でも、ジャイロ、加速度計、ＦＭ多重レシーバ及びＧＰＳを使用

した｢自律航法ユニット｣です。方位ジャイロ、前後加速度計を使用して、自

律航法の演算を行い、ＧＰＳの受信できないトンネル内においても、あたか

もＧＰＳを受信できたのと同じように｢位置｣を出力します。新開発ロジック

による位置検出の高速処理が可能、内蔵のジャイロ、加速度計で車速検出し

ます。ＧＰＳの位置精度を上げる｢ディファレンシャル対応｣が標準で組み込

まれています。衛星測位情報センターの提供する補正情報を受信し車両位置

を正確に割り出します。 

通常のＧＰＳ Ｍ１２Ｄで走行 

通常のＧＰＳは、トンネル

の中の奇跡は描けません。

Ｍ１２Ｄで走行すると、ト

ンネルの中でも奇跡を描

きます。 

１２Ｄの出力を１０Ｈｚにしたも

。伝送速度は３８４００ｂｐｓ。

秒に１回の出力を自律航法の演算

して１０Ｈｚにしました。製品の

見や寸法の変更はありません。 

Ｍ１２Ｄ／１０の出力に、内蔵して

いる方位角速度（ジャイロ）、前後

加速度の情報を出力します。製品の

外見や寸法の変更はありません。 

 

● カーナビゲーション用無結線自律航法ユニット 
● 高精度パソコンナビシステム 
● 車両位置管理システム 
● 車両挙動計測システム 
■品  名 自律航法センサーユニット 
■型  式 Ｍ１２Ｄ Ｍ１２Ｄ／１０ Ｍ１２Ｄ／１０Ｓ 
■出力データ ＧＰＳデータ ＧＰＳデータ ＧＰＳデータ、方位角速度、前後加速度 
■出力周期 １Ｈｚ １０Ｈｚ １０Ｈｚ 
■通信フォーマット ＮＭＥＡ（ＧＧＡ，ＶＴＧ，ＲＭＣ，ＺＤＡ） 
■通信方式 非同期式全２重方式 
■伝送速度 ４８００ｂｐｓ ３８４００ｂｐｓ ３８４００ｂｐｓ 
■重  量 ８００ｇ 
■大きさ １１０ｍｍＸ１５０ｍｍＸ４５ｍｍ 
■使用温度範囲 －２０℃～７０℃ 
 
 
豊富なラインアップ   
Ｍ１２Ｄ／１０  Ｍ１２Ｄ／１０Ｓ 
主な用途 
● 携帯電話電界強度システム ※電界強度計測では業界標準！ 
ココがポイント  

★ ＧＰＳの出力と同じ「ＮＭＥＡフォ

ーマット」のため、上位システムを

換えることなく、簡単に置き換えが

できます。 
★ 車速パルスの取付けなど面倒な工事

は一切不要です。 

★ 小型で持ち運びが簡単。 
★ 世界中で使用可能。 
★ カスタマイズが可能。 
★ 豊富なラインアップ。 



 

 

 

 

 事業会社が運行する車両に対し、「運行上の環境」、「輸

送品質」をどう守っているのかについての社会の目が、一

段と厳しさを増しています。 
日頃、ハンドルを握っておられる運転者は皆、「自分はプ

ロ」である意識を持ち、事故を起こすとは思っていないと

思います。 
でも、本人が気付かない「ヒヤリハット」も含め、例外な

く皆が「ヒヤリハット」を体験しています。 
事故を引き起こす可能性を撲滅させるために、私たちは、

「ＳＲとＤＶＲ」の機器を販売すると同時に、運転者一人

一人に対し、「ヒヤリハット」の発生の状況と本人が気付

かない発生原因の「認知ミス」、「判断ミス」を現場再現の

映像データとその時の運転データを基に、詳細に解説・指

導を行う体制を整えております。 
  
「ＳＲ機器を購入したが、なかなか安全教育に使いきれな

いでいる皆様」には、「安全運行解析と指導」を、またこ

れから「安全問題を強化しようと検討されている皆様」に

は、「機器の販売・貸し出しを含め、安全運行解析・指導」

を行っておりますので、是非お気軽にお問い合わせ下さい。 
お問合せ先：弊社 営業部 （横打、山田）まで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SRを導入済みのお客様への解析サービス
データテックお客様

運行データー取得

（約1ヶ月）

メモリースティック

メモリーカード　の受け取り（宅配又は郵送）

お客様データは解析結果の報告
用ﾃﾞｰﾀをCDRに書き込み、返送

解析レポート作成・確認MTG　

報告資料

指定会議等での報告

運行安全解析・指導
専門官の派遣

ＳＲ＋カメラ機器
から、メモリース
ティック

メモリーカード

の取出

データテックに送付

ＳＲ専用ｿﾌﾄにて解析

報告資料

解析・安全指導ｻｰﾋﾞｽのご提案

 
ＳＲ運行データでのヒヤリハット解析・安全運行指導を請け負います！！ 

～ますます重要視される運転者の「運行安全教育」について、皆様は現状に満足されていますか？～ 

新たにSRを導入検討されているお客様への解析サービス

データテック

ＳＲ＋カメラ
機器の取付

お客様

運行データー取得

（約2週間～1ヶ月）

メモリースティック

メモリーカードの取出

（宅配又は郵送）

お客様データは解析結果の報告
用ﾃﾞｰﾀをCDRに書き込み、返送

解析レポート作成・確認MTG　

報告資料

指定会議等での報告

運行安全解析・指導
専門官の派遣

ＳＲ　5台＋カメラ　2台
セット機器の貸し出し

ＳＲ＋カメラ
機器の取外し、
返却 ＳＲ＋カメラ機器の取

外し回収後、そのまま、
データテックに返送

ＳＲ＋カメラ
機器ｾｯﾄの保管
管理

ＳＲ専用ｿﾌﾄにて解析

報告資料

安全解析ｻｰﾋﾞｽのご提案

開発・技術の声 

      
技術部 ソフトウェアグループ 主任 渡辺 定雄 
 

私は中途採用として、１９８８年７月１日に（株）データ・テックの社員として就職しました。この時期になる

と、毎年入社した時の事を思い出します。「入社当時に目標とした事が達成できているか」「このままで良いのか」

「会社に貢献できているのか」「この世界でやっていけるのか」等いろんな事を考えなが 
ら初心に戻るようにしています。 
私が、新入社員に望む事は、失敗を恐れずにいろいろやって頂きたいと思っています。

成功するより失敗した方が、得る物は大きいと思います。 
最後に、弊社で開発した製品も、試行錯誤を重ねて作成した製品なので良いものが出来 

 ていると思います。 

お問い合わせ先 Tel 03（5703）7041  E-mail：sales@datatec.co.jp http://www.datatec.co.jp
発行者 株式会社 データ・テック  
〒144-0052 東京都大田区蒲田 4-４2-１２ 新生ビル 

TEL：03 (5703) 7041 FAX：03（５703）7043 
株式会社 データ・テック  担当 山田 美佳 
 


